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●主　　催：（公財）横浜市ふるさと歴史財団
●共　　催：横浜市教育委員会
●協　　力：横浜郷土史団体連絡協議会、

横浜古文書を読む会
●開館時間 9：00～ 17：00

（券売は16：30まで）
●休 館 日 毎週月曜日（ただし2月23日は開館）、
　　　　　2月24日（火）
●会　　場 横浜市歴史博物館　企画展示室
●観 覧 料
［企画展］一般 500（400）円

高校・大学生 400（320）円
小・中学生/横浜市内在住65歳以上
300（240）円

［常設展共通］一般700（560）円
高校・大学生 500（400）円
小・中学生/横浜市内在住65歳以上
350（280）円

＊観覧料は同時開催の「令和7年度 横浜市指定・
登録文化財展」と共通です
＊（　）内は団体20名以上の料金
＊毎週土曜日は、小・中・高校生は無料
＊障がい者及び付添の方は無料
＊補助犬〔盲導犬、介助犬、聴導犬〕とご一緒に
入館できます

〒224-0003 神奈川県横浜市都筑区中川中央1-18-1  TEL.045-912-7777　
横浜市営地下鉄「センター北駅」下車 1番出口徒歩5分  駐車場あり（30分100円）  https://www.rekihaku.city.yokohama.jp/
横浜市歴史博物館は（公財）横浜市ふるさと歴史財団が指定管理者として管理・運営しています。

背景図版：上大岡北見家文書（横浜市歴史博物館所蔵）

[展示内容]
これから古文書を学ぶ方に向けて、おもに江戸時
代の古文書入門展を開催します。古文書が語る
地域史の魅力やファミリーヒストリーなどの個
人史の実践を紹介しながら、歴史資料を後世に遺
していく意義や活用方法についても紹介します。

[展示構成]
プロローグ 古文書の世界へようこそ
　第１章 古文書を読むために
　第２章 古文書が伝わる背景
　第３章 今、古文書を読む意味
エピローグ ファミリーヒストリーの挑戦
 ―僕たち、私たちの歴史実践―
※展示構成は変更する場合があります。

[展示解説]
担当学芸員が展覧会の見どころを解説します。
日　時：2月1日（日）・2月14日（土）・
　　　　2月28日（土）・3月15日（日）
　　　　※いずれも14：00より30分程度
会　場：横浜市歴史博物館　企画展示室
参加費：無料 ※企画展入場券が必要です。
定　員：各回30名程度
申　込：申込不要、当日直接会場にお越しくだ
　　　　さい。

②講演会B「ファミリーヒストリーの実験　
      ―尾張藩下級士族がたどった明治・大正・昭和―」

講　　師：井上攻氏（前横浜市歴史博物館副館長）
日　　時：3月8日（日）
　　　　　14：30～ 16：00（14：00開場）
会　　場：横浜市歴史博物館　講堂
定　　員：170名（申込先着順）
参 加 費：1,000円
申込締切：3月4日（水）
※アーカイブ配信（有料）を期間限定で実施します。詳
しくは当館HPをご覧ください。

④ミニ展示「古文書仲間を作ろう！～市内古文書の会の紹介～」
当館関連団体の横浜古文書を読む会をはじめ、市内で
活動している古文書の会をパネル展示で紹介します。
日　　時：会期中 9：00～17：00
会　　場：横浜市歴史博物館　体験学習室
費　　用：企画展入場券が必要

関連イベントの申込方法
当館HPイベントページ内
「企画展・特別展関連イベント」
から申込画面へお進みください。

Web
申込

[関連イベント]
①講演会A「歴史好きのための古文書入門」

講　　師：高尾善希氏（三重大学人文学部文化学科
　　　　　文化資源学（忍者学）准教授）
日　　時：3月1日（日）14：00～16：00（13：30開場）
会　　場：横浜市歴史博物館　講堂
定　　員：170名（申込先着順）
参 加 費：1,000円
申込締切：2月25日（水）
※アーカイブ配信（有料）を期間限定
で実施します。詳しくは当館HPを
ご覧ください。
③連続古文書講座「はじめての古文書2026」（全8回）
講　　師：小林紀子（横浜市歴史博物館主任学芸員）・
　　　　　仲泉　剛（同館学芸員）
日　　時：2月6日（金）～ 3月27日（金）  毎週金曜日
　　　　　全8回　各回13：30～ 14：45
会　　場：横浜市歴史博物館　研修室
定　　員：50名（申込先着順）
参 加 費：5,000円（全8回一括申込のみ）
申込締切：1月28日（水）
※アーカイブ配信（有料）を2月13日（金）～5月31日（日）
の期間で実施します。詳しくは当館HPをご覧ください。

高尾善希氏

1/31 土
3/15 日

▼

2026 期会会
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